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安
城
創
業
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７

で
は
、
創
業
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

方
法
等
、
創
業
の
実
現
に
つ
な
が

る
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

起
業
し
た
い
け
れ
ど
何
か
ら
始

め
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、

い
つ
か
自
分
の
お
店
を
開
い
て
み

た
い
、
そ
ん
な
夢
の
実
現
の
た
め

に
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
／
内
容

左
表
の
と
お
り

●
会
場

安
城
商
工
会
議
所（
桜

町
）

●
講
師

中
小
企
業
診
断
士
、
税

理
士
、
金
融
機
関
・
商
工
会
議
所

職
員
等

●
対
象

創
業
を
予
定
し
て
い
る

人
、
創
業
・
起
業
に
興
味
の
あ
る

人
、
創
業
後
５
年
未
満
の
人

※
市
内
在
住
者
、
市
内
で
創
業
を

検
討
・
予
定
し
て
い
る
人
、
市

内
で
創
業
済
み
の
人
に
限
り
ま

す
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料

３
２
４
０
円（
消
費

税
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
み

月

日
捷
～

月

１１

２０

１２

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５

１５

３０

時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
電

３０
話
か
受
講
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
安
城
商
工
会
議
所

（
緯〈

〉５
１
７
５
／
胃〈

〉４

７６

７６

３
２
２
／info@

anjo-cci.or.jp

）

へ※
申
込
書
は
市
Ｈ
Ｐ
で
配
布
。

■問
▼
安
城
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
緯〈

〉３
３
４
１
）

９３

内 容日 程
オリエンテーション・自己紹介、
創業アイデアから創業へのストー
リー、顧客ターゲットとマーケテ
ィングの基礎等

１月２１日掌

午前９時３０分～
午後４時３０分

創業スクール出身者の創業体験談、
販売計画と販路開拓、販売促進の
具体策、創業における経営戦略の
考案、創業者向け融資制度等

１月２８日掌

午前９時３０分～
午後４時３０分

会計・税務・開業の基礎知識、公
的機関及び支援制度の活用、商工
会議所の活用、創業計画書作成

２月４日掌

午前９時～
午後４時３０分

創業計画書作成、ブラッシュアッ
プ、個別アドバイス、分かりやす
いプレゼンテーション

２月１０日松

午前９時３０分～
午後４時３０分

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

市
民
活
動
公
開
相
談
会

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
の
市
民
活
動

を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

活
動
に
関
す
る
公
開
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
活
動
の
悩
み
や
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
い
点
等
、
団
体
に

合
っ
た
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
安
城
市
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

市
民
活
動
公
開
相
談
会
」

●
日
時

２
月

日
掌
午
前

時

１８

１１

～
午
後
６
時

●
会
場

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
講
師

山
崎
亮
氏（studio-Ｌ

代
表
）

●
内
容

各

団
体
の
活
動

内
容
発
表
後
、

団
体
、
山
崎

氏
、studio-

Ｌ

ス
タ
ッ
フ

で
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合

い
、
活
動
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す

※
一
団
体
に

つ
き
１
時

間
程
度
。

■問
▼
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

※
相
談
会
は
公
開
制
。
他
団
体
の

相
談
内
容
を
聴
講
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

■
募
集
要
項

●
対
象

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
市
民

活
動
を
し
た
こ
と
が
あ
る
団
体

●
募
集
団
体
数

５
組

●
申
込
み

月

日
昌
～

月

１１

１５

１２

８
日
晶
に
、
団
体
名
・
申
請
者
名・

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、
件

名
を「
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
市
民
活
動

公
開
相
談
会
申
込
」と
し
て
Ｅ
メ

ー
ル
で
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課（anfo

ret@
city.anjo.lg.jp

）へ

●
申
込
受
付
後
の
流
れ

陰
申
込
受
付
後
、
申
込
者
に
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す
。

記
入
の
上
、

月

日
晶
ま
で

１２

１５

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

隠
１
月
５
日
晶
ま
で
に
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
及
び
活
動
内
容
に
よ

り
参
加
団
体
を
決
定

韻
１
月

日
昌
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン

３１

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す

安
城
創
業
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７

「
独
立
」「
起
業
」の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
？

＜昨年度受講者の声＞
創業へ向けての具体的な手順や創業計画を明確化す
ること、具体的に構築する手法を学ぶことができた。
また、受講者同士の交流により大変刺激を受け、参
加できて良かった。

安城創業スクール２０１７日程・内容
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５
部
門
に

点
の
応
募
が
あ
り

４９４

ま
し
た
。
全
部
門
の
中
か
ら
選
ば

れ
る
最
高
賞
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

は
、
工
芸
・
彫
塑
部
門
天
野
定
夫

さ
ん
の「
輝
」に
決
定
し
ま
し
た
。

か
が
や
き

■問
▼
文
化
振
興
課

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

第

回
安
美
展
入
賞
者

７４

審査員からは「細か
い装飾を削ぎ落とし
たシンプルな形体は
赤錆びた鉄造船を想
像させ、力強い。鉄
釉の重なりと流れが
創り出した輝きは、
まさに炎の芸術と言
える優れた作品であ
る」との講評でした。

部門大賞（県議会議長賞）牧るみ子（石井町）、市長賞 岩
田日好（岡崎市）、議長賞 寺嶋久枝（岡崎市）、教育委員会

ひ よし

賞平下芳子（東栄町）、文化協会賞 村瀬芙蓉（岡崎市）
ふ よう

日
本
画

部門大賞（県教育委員会賞）桜井信子（池浦町）、市長賞
大見佳子（新田町）、議長賞 古井正男（池浦町）、教育委員

よし こ

会賞荒川桃子（安城町）、文化協会賞鈴木孝治（豊橋市）
たか じ

洋
画

部門大賞（県文化協会連合会賞）小川祥
しょう

翆（池浦町）、市長
すい

賞 石川春
しゅん

雪（福釜町）、議長賞 石川
せつ

栄香（高棚町）、教育委
えいこう

員会賞 築山みなみ（末広町）、文化協会賞岡田紀水（安城
き すい

町）

書

部門大賞（安美展賞）早川幸子（岡崎市）、市長賞 犬塚勝
ゆき こ

正（碧南市）、議長賞 林茂夫（岡崎市）、教育委員会賞 神谷
博（東栄町）、文化協会賞丹羽一（福釜町）

写
真

部門大賞（県知事賞）天野定夫（豊田市）、市長賞 山本昌
まさ

子（別郷町）、議長賞 吉野信正（岡崎市）、教育委員会賞 岩
こ

月浩治（野寺町）、文化協会賞
こう じ

志字弘一（三河安城町）
し じ

工
芸・彫
塑

安城ロータリークラブ賞（洋画）峯村敏（新田町）、三河安
さとし

城ロータリークラブ賞（書）鈴木容華（西尾市）
よう か

特
別
賞

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
、
次
の

皆
さ
ん
。〈
敬
称
略
〉

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
出
場
者

月
２
日
松
に
愛
・
地
球
博
記

１２
念
公
園（
長
久
手
市
）で
開
催
さ
れ

る
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
の
出
場
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
・

音
順
〉

５０

●
１
区（
中
学
生
女
子
）
清
水
穂

乃
華（
安
城
北
中
）、増
田
吏
紗（
篠

目
中
）

●
２
区（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）
杉
村

優
生

ゆ
う
き（
安
城
学
園
高
）、鈴
木
靖
也

せ
い
や

（
同
）

●
３
区（

歳
以
上
）
菅
沼
健
一

４０

（
福
釜
町
）、横
山
正
明（
東
端
町
）

●
４
区（
小
学
生
女
子
）
川
口
莉り

絆ず
な（
里
町
小
）、橋
本
杏
紫（
安
城
中

あ
ん
じ

部
小
）

●
５
区（
中
学
生
男
子
）
上
杉
泰た

い

伸（
東
山
中
）、榊
原
海
斗（
安
城
北

し
ん

か
い
と

中
）

●
６
区（
小
学
生
男
子
）
加
藤
快か

い

都と（
安
城
西
部
小
）、渡
邉
陽
奈
太

ひ

な

た

（
新
田
小
）

●
７
区（
一
般
女
子
）
北
郷
菜
実

（
篠
目
町
）、松
野
真
帆（
東
栄
町
）

●
８
区（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）
杉
本

美
侑（
安
城
学
園
高
）、長
野
紗

み

ゆ

さ

来ら

（
同
）

●
９
区（
一
般
男
子
）
野
村
翼

（
姫
小
川
町
）、遠
藤
暢（
今
池
町
）

と
お
る

■問
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
る
丈
山
苑

で
、

月
１
日
晶
～
３
日
掌
の
３

１２

日
間
、
午
後
９
時
ま
で
の
夜
間
開

苑
を
行
い
ま
す（
入
苑
は
８
時
分
３０

ま
で
）。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻

想
的
な
庭
園
は
必
見
で
す
。

紅
葉
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
入
苑
料

円（
中
学
生
以
下

１００

無
料
）。呈
茶
料

円
３００

丈
山
苑

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

資
石
川
貴
憲

■問
▼
丈
山
苑

（
緯〈

〉７
７
８
０
）

９２

■
ホ
ワ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時

月
２
日
松
午
後
２
時

１２

～
３
時（
申
込
不
要
）

●
出
演
石
川
貴
憲（
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
）、山
地
梨
保（
ハ
ー
プ
）

諮
山
地
梨
保

安美展最高賞
グリーンリボン賞
天野定夫さん「輝」

第７４回安美展入賞者
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を
し
た
こ
と
が
あ
る
団
体

●
募
集
団
体
数

５
組

●
申
込
み

月

日
昌
～

月

１１

１５

１２

８
日
晶
に
、
団
体
名
・
申
請
者
名・

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、
件

名
を「
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
市
民
活
動

公
開
相
談
会
申
込
」と
し
て
Ｅ
メ

ー
ル
で
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課（anfo

ret@
city.anjo.lg.jp

）へ

●
申
込
受
付
後
の
流
れ

陰
申
込
受
付
後
、
申
込
者
に
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
発
送
し
ま
す
。

記
入
の
上
、

月

日
晶
ま
で

１２

１５

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

隠
１
月
５
日
晶
ま
で
に
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
及
び
活
動
内
容
に
よ

り
参
加
団
体
を
決
定

韻
１
月

日
昌
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン

３１

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す

安
城
創
業
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７

「
独
立
」「
起
業
」の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
？

＜昨年度受講者の声＞
創業へ向けての具体的な手順や創業計画を明確化す
ること、具体的に構築する手法を学ぶことができた。
また、受講者同士の交流により大変刺激を受け、参
加できて良かった。

安城創業スクール２０１７日程・内容

広報あんじょう 2017.11.15蚊

５
部
門
に

点
の
応
募
が
あ
り

４９４

ま
し
た
。
全
部
門
の
中
か
ら
選
ば

れ
る
最
高
賞
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

は
、
工
芸
・
彫
塑
部
門
天
野
定
夫

さ
ん
の「
輝
」に
決
定
し
ま
し
た
。

か
が
や
き

■問
▼
文
化
振
興
課

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

第

回
安
美
展
入
賞
者

７４

審査員からは「細か
い装飾を削ぎ落とし
たシンプルな形体は
赤錆びた鉄造船を想
像させ、力強い。鉄
釉の重なりと流れが
創り出した輝きは、
まさに炎の芸術と言
える優れた作品であ
る」との講評でした。

部門大賞（県議会議長賞）牧るみ子（石井町）、市長賞 岩
田日好（岡崎市）、議長賞 寺嶋久枝（岡崎市）、教育委員会

ひ よし

賞平下芳子（東栄町）、文化協会賞 村瀬芙蓉（岡崎市）
ふ よう

日
本
画

部門大賞（県教育委員会賞）桜井信子（池浦町）、市長賞
大見佳子（新田町）、議長賞 古井正男（池浦町）、教育委員

よし こ

会賞荒川桃子（安城町）、文化協会賞鈴木孝治（豊橋市）
たか じ

洋
画

部門大賞（県文化協会連合会賞）小川祥
しょう

翆（池浦町）、市長
すい

賞 石川春
しゅん

雪（福釜町）、議長賞 石川
せつ

栄香（高棚町）、教育委
えいこう

員会賞 築山みなみ（末広町）、文化協会賞岡田紀水（安城
き すい

町）

書

部門大賞（安美展賞）早川幸子（岡崎市）、市長賞 犬塚勝
ゆき こ

正（碧南市）、議長賞 林茂夫（岡崎市）、教育委員会賞 神谷
博（東栄町）、文化協会賞丹羽一（福釜町）

写
真

部門大賞（県知事賞）天野定夫（豊田市）、市長賞 山本昌
まさ

子（別郷町）、議長賞 吉野信正（岡崎市）、教育委員会賞 岩
こ

月浩治（野寺町）、文化協会賞
こう じ

志字弘一（三河安城町）
し じ

工
芸・彫
塑

安城ロータリークラブ賞（洋画）峯村敏（新田町）、三河安
さとし

城ロータリークラブ賞（書）鈴木容華（西尾市）
よう か

特
別
賞

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
、
次
の

皆
さ
ん
。〈
敬
称
略
〉

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
出
場
者

月
２
日
松
に
愛
・
地
球
博
記

１２
念
公
園（
長
久
手
市
）で
開
催
さ
れ

る
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
の
出
場
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
・

音
順
〉

５０

●
１
区（
中
学
生
女
子
）
清
水
穂

乃
華（
安
城
北
中
）、増
田
吏
紗（
篠

目
中
）

●
２
区（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）
杉
村

優
生

ゆ
う
き（
安
城
学
園
高
）、鈴
木
靖
也

せ
い
や

（
同
）

●
３
区（

歳
以
上
）
菅
沼
健
一

４０

（
福
釜
町
）、横
山
正
明（
東
端
町
）

●
４
区（
小
学
生
女
子
）
川
口
莉り

絆ず
な（
里
町
小
）、橋
本
杏
紫（
安
城
中

あ
ん
じ

部
小
）

●
５
区（
中
学
生
男
子
）
上
杉
泰た

い

伸（
東
山
中
）、榊
原
海
斗（
安
城
北

し
ん

か
い
と

中
）

●
６
区（
小
学
生
男
子
）
加
藤
快か

い

都と（
安
城
西
部
小
）、渡
邉
陽
奈
太

ひ

な

た

（
新
田
小
）

●
７
区（
一
般
女
子
）
北
郷
菜
実

（
篠
目
町
）、松
野
真
帆（
東
栄
町
）

●
８
区（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）
杉
本

美
侑（
安
城
学
園
高
）、長
野
紗

み

ゆ

さ

来ら

（
同
）

●
９
区（
一
般
男
子
）
野
村
翼

（
姫
小
川
町
）、遠
藤
暢（
今
池
町
）

と
お
る

■問
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
る
丈
山
苑

で
、

月
１
日
晶
～
３
日
掌
の
３

１２

日
間
、
午
後
９
時
ま
で
の
夜
間
開

苑
を
行
い
ま
す（
入
苑
は
８
時
分
３０

ま
で
）。ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻

想
的
な
庭
園
は
必
見
で
す
。

紅
葉
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
入
苑
料

円（
中
学
生
以
下

１００

無
料
）。呈
茶
料

円
３００

丈
山
苑

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

資
石
川
貴
憲

■問
▼
丈
山
苑

（
緯〈

〉７
７
８
０
）

９２

■
ホ
ワ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時

月
２
日
松
午
後
２
時

１２

～
３
時（
申
込
不
要
）

●
出
演
石
川
貴
憲（
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
）、山
地
梨
保（
ハ
ー
プ
）

諮
山
地
梨
保

安美展最高賞
グリーンリボン賞
天野定夫さん「輝」

第７４回安美展入賞者
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